
　
こ
の
よ
う
に
、
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
国
際
的
・
国
内
的
な
動
向
を
受
け
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ま
た
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
活
動
が
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
県
内
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
や
国
際
大
会
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
「
支
え
る
」

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
五
節
　
国
際
化
、
内
な
る
国
際
化
の
進
展

一
　「
国
際
国
家
日
本
」
の
地
域
的
取
組

自
治
体
間
国
際
交

流
の
体
制
整
備

県
及
び
県
内
市
町
と
海
外
の
自
治
体
間
の
姉
妹
提
携
、
友
好
提
携
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
も
継
続
的
に

増
加
し
た
。
そ
の
特
徴
は
大
き
く
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
兵
庫
県
と
米
ワ
シ
ン
ト

ン
州
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
ナ
州
と
の
姉
妹
提
携
を
基
礎
に
、
両
県
・
州
内
の
自
治
体
間
の
提
携
が
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
社
や
し
ろ
町

（
現
加
東
市
）
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
オ
リ
ン
ピ
ア
市
（
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
四
月
）、姫
路
市
と
パ
ラ
ナ
州
ク
リ
チ
ー
バ
市
（
五

十
九
年
五
月
）、
津
名
町
（
現
淡
路
市
）
と
パ
ラ
ナ
州
パ
ラ
ナ
グ
ア
市
（
六
十
一
年
五
月
）、
加
西
市
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
プ
ル
マ
ン
市

（
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
十
一
月
）
な
ど
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
県
を
窓
口
と
し
て
、
あ
る
い
は
県
の
交
流
事
業
に
参

加
す
る
形
で
、
市
町
レ
ベ
ル
で
の
交
流
、
提
携
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
第
二
に
、
中
華
人
民
共
和
国
の
都
市
と
の
友
好
提
携
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
中
平
和
友
好
条
約
の
締
結
（
昭
和

五
十
三
年
）
を
経
て
、
首
相
の
大お

お
平ひ

ら
正ま

さ
芳よ

し
の
訪
中
に
際
し
て
日
中
文
化
交
流
協
定
が
署
名
さ
れ
、
日
本
か
ら
中
国
へ
の
大
規
模
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な
円
借
款
の
供
与
も
決
定
さ
れ
た
（
五
十
四
年
十
二
月
）。
良
好
な
政
治
関
係
を
反
映
し
て
、

ま
た
中
国
が
改
革
・
開
放
路
線
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
経
済
交
流
を
中
心
に
民

間
交
流
が
更
に
進
ん
だ
の
が
一
九
八
〇
年
代
で
あ
っ
た
。
ま
ず
兵
庫
県
は
、
昭
和
五
十
八

年
三
月
に
広
東
省
と
の
間
で
友
好
提
携
協
定
を
締
結
し
た
。
日
中
国
交
正
常
化
（
昭
和
四

十
七
年
九
月
）
一
〇
周
年
を
記
念
し
、
友
好
関
係
を
具
体
的
な
形
で
進
め
る
た
め
の
基
盤

と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
五
十
六
年
末
に
知
事
の
坂
井
時
忠
が
在
県
の
華
僑
幹
部
と

広
東
省
を
訪
問
、
省
長
と
協
議
し
て
大
筋
合
意
に
達
し
た
。
県
は
海
南
省
と
の
間
で
も
友

好
提
携
関
係
を
結
ん
で
い
る
（
平
成
二
年
九
月
）。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
明
石
市
と
江こ

う
蘇そ

省

無む

錫し
ゃ
く

市
（
昭
和
五
十
六
年
八
月
）、
尼
崎
市
と
遼

り
ょ
う

寧ね
い

省
鞍あ

ん

山ざ
ん

市
（
五
十
八
年
二
月
）
の
間
で

そ
れ
ぞ
れ
友
好
都
市
提
携
が
成
立
し
て
い
る
。
尼
崎
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、明
石
は
日
中
国
交
正
常
化
後
に
始
ま
っ
た
経
済・

市
民
交
流
か
ら
発
展
し
た
協
定
で
あ
っ
た
。
兵
庫
県
と
広
東
省
と
の
友
好
提
携
を
基
盤
に
、
伊
丹
市
と
広
東
省
佛ぶ
つ

山ざ
ん

市
と
の
提

携
が
結
ば
れ
た
（
昭
和
六
十
年
五
月
）
こ
と
も
、
交
流
が
進
ん
だ
証
左
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
が
活
発
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
日
豪
間
で
は
昭
和
三
十
二
年
に
日
豪
通
商
協
定
が
締

結
さ
れ
て
以
来
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
経
済
関
係
が
拡
大
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
、
経
済
大
国
と
し
て
存
在
感
を

増
し
た
日
本
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
不
安
と
警
戒
の
念
を
抱
き
、
ま
た
貿
易
摩
擦
は
両
国
関
係
を
ぎ
く
し
ゃ
く
さ
せ
た
も
の
の
、

昭
和
五
十
一
年
に
結
ば
れ
た
日
豪
友
好
協
力
基
本
条
約
は
経
済
に
加
え
て
政
治
、
社
会
、
文
化
、
人
権
な
ど
幅
広
い
分
野
で
両

国
が
協
力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
友
好
協
力
関
係
の
深
化
が
推
奨
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ス
エ
ズ
以
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東
か
ら
の
撤
退
と
米
中
関
係
正
常
化
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
際
関
係
に
構
造
的
変
容

を
も
た
ら
し
、
地
域
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
両
国
の
協
力
の
必
要
性
が
双
方
に
認
識
さ

れ
た
こ
と
も
、
日
豪
関
係
の
発
展
を
促
し
た
。「
従
来
か
ら
の
類
似
性
を
根
拠
と
す
る
も

の
の
ほ
か
相
互
補
完
性
を
求
め
る
新
し
い
国
際
交
流
パ
タ
ー
ン
を
進
め
る
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
兵
庫
県
が
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
と
の
間
で
姉
妹
提
携
を
結
ん
だ
（
昭
和
五
十
六

年
六
月
）
の
は
、
こ
う
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
民
間
交
流
の
対
象
と
し
て
視
野
に
入
っ

て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
、
県
内
で
も
神
戸
市
と
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
（
昭

和
六
十
年
七
月
）、三
田
市
と
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
市
（
六

十
三
年
八
月
）
の
よ
う
に
提
携
関
係
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
第
四
に
、「
国
際
化
」
の
波
に
対
応
し
よ
う
と
い
う
自
治
体
の
動
き
が
、
姉
妹
提
携
・
友
好
提
携
を
求
め
る
動
き
と
な
っ
て

表
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
」（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
エ
ズ
ラ
・
フ
ァ
イ
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
の
著
作
の
タ
イ
ト
ル
。

日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
要
因
を
分
析
し
た
）
が
人
口
に
膾か

い
炙し

ゃ
し
た
時
代
で
あ
る
。
日
本
の
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
は
日
本
へ
の

国
際
的
関
心
を
高
め
、
そ
れ
と
と
も
に
訪
日
外
国
人
も
年
々
増
加
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
進
ん
だ
円
高
は
企
業
の
海
外
進
出

を
加
速
し
た
。
日
本
人
や
日
本
社
会
が
「
外
」
の
視
線
に
さ
ら
さ
れ
、
世
界
と
接
触
す
る
機
会
は
格
段
に
増
え
た
。
他
方
で
、

日
本
は
経
済
大
国
と
し
て
、
国
際
の
平
和
と
安
定
の
維
持
に
よ
り
大
き
な
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

首
相
の
中な
か

曽そ

根ね

康や
す

弘ひ
ろ

は
、「
単
に
経
済
の
国
際
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
我
が
国
を
文
化
的
に
も
ま
た
政
治
的
に
も
積
極
的
に
世
界

写真 144　‌�三田市とオーストラリア・ブルーマ
ウンテンズ市の姉妹提携調印
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的
役
割
を
果
た
す
国
に
更
に
前
進
さ
せ
な
け
れ
ば
、
真
の
国
際
国
家
た
り
得
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
日

本
人
が
二
〇
〇
〇
年
の
伝
統
の
上
に
立
っ
て
自
ら
の
特
色
を
発
揮
し
つ
つ
、
文
化
的
に
も
政
治
的
に
も
世
界
と
調
和
し
、
世
界

表56　兵庫県及び県内市町の友好提携

自治体 提携先自治体 締結年月日
社町 オリンピア市（米国・ワシントン州） 昭和56（1981）年 4 月22日
兵庫県　 西オーストラリア州（オーストラリア）

広東省（中国）
パラオ
海南省（中国）

昭和56（1981）年 6 月23日
昭和58（1983）年 3 月23日c
昭和58（1983）年 8 月16日
平成 2 （1990）年 9 月28日

明石市 無錫市（中国・江蘇省） 昭和56（1981）年 8 月29日
姫路市 アデレード（オーストラリア）

クリチーバ（ブラジル・パラナ州）
太原市（中国・山西省）

昭和57（1982）年 4 月19日
昭和59（1984）年 5 月14日
昭和62（1987）年 5 月20日

尼崎市 鞍山市（中国・遼寧省） 昭和58（1983）年 2 月 2 日
伊丹市 ハッセルト市（ベルギー）

佛山市（中国・広東省）
昭和60（1985）年 4 月 5 日
昭和60（1985）年 5 月 8 日

神戸市 ブリスベーン市（オーストラリア）
バルセロナ市（スペイン）

昭和60（1985）年 7 月16日
平成 5 （1993）年 4 月 6 日

西宮市 紹興市（中国・浙江省）
ロット・エ・ガロンヌ県及びアジャン市（フランス）

昭和60（1985）年 7 月23日
平成 4 （1992）年 4 月17日

北淡町 セントメリース市（米・オハイオ州） 昭和61（1986）年 4 月17日
津名町 パラナグア市（ブラジル・パラナ州） 昭和61（1986）年 5 月29日
篠山市 アンシェント・エピダウロス（ギリシア） 昭和63（1988）年 5 月26日
猪名川町 バララット（オーストラリア） 昭和63（1988）年 8 月 1 日
三田市 ブルーマウンテンズ市（オーストラリア）

キティタス郡（米国・ワシントン州）
昭和63（1988）年 8 月30日
平成 4 （1992）年 4 月 6 日

宝塚市 オーガスタ・リッチモンド郡（米国・ジョージア州）
ウィーン市第9区（オーストリア）

平成元（1989）年 4 月 3 日
平成 6 （1994）年10月18日

加西市 プルマン市（米国・ワシントン州） 平成元（1989）年11月27日
滝野町 ホリスター市（米国・カリフォルニア州） 平成元（1989）年11月 3 日
豊岡市 慶州市（韓国）

ボグド郡（モンゴル）
平成 3 （1991）年11月 7 日
平成 6 （1994）年10月 9 日

川西市 ボーリング・グリーン市（米国・ケンタッキー州） 平成 4 （1992）年10月16日
播磨町 天津市和平区（中国） 平成 5 （1993）年 3 月25日
山崎町 スクイム市（米国・ワシントン州） 平成 5 （1993）年 6 月 5 日
� （自治体国際化協会ホームページより作成）
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的
普
遍
性
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
今
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
」（
第
一
〇
〇
回
国
会
所
信
表
明
演
説
、
昭
和
五
十
八

年
五
月
）
と
訴
え
、内
閣
の
方
針
に
「
国
際
国
家
日
本
の
形
成
」
を
掲
げ
た
。「
国
際
化
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
」

（
加
西
市
）、「
国
際
化
時
代
の
到
来
を
意
図
し
、
世
界
に
通
じ
る
学
園
都
市
づ
く
り
の
た
め
」（
社
町
）、
と
い
っ
た
動
機
で
姉
妹

提
携
、
友
好
提
携
の
相
手
先
を
検
討
し
た
自
治
体
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

人
的
交
流
・

民
間
交
流

強
い
日
本
経
済
を
背
景
に
、
姉
妹
提
携
・
友
好
提
携
先
か
ら
は
経
済
・
技
術
交
流
の
要
望
が
高
ま
っ
た
。
兵
庫

県
は
昭
和
六
十
三
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
、
広
東
省
と
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
双
方
の
関

係
者
で
構
成
す
る
経
済
交
流
委
員
会
を
設
置
し
、
経
済
使
節
団
の
相
互
派
遣
や
見
本
市
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
関
係
強
化
を

図
っ
た
。
同
様
の
組
織
は
海
南
省
と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
と
の
間
で
も
三
年
後
に
設
置
さ
れ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
州
産
木
材
と
住

宅
部
材
で
建
築
さ
れ
た
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
内
の
ワ
シ
ン
ト
ン
村
は
、
こ
う
し
た
交
流
の
成
功
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
広
東

省
や
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
対
し
て
は
、
環
境
保
全
、
農
業
、
河
川
管
理
、
医
療
な
ど
の
分
野
で
技
術
支
援
が
実
施
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
・
県
内
市
町
の
職
員
の
海
外
研
修
や
県
と
外
務
省
と
の
人
事
交
流
は
、

自
治
体
職
員
に
海
外
の
社
会
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、「
地
域
の
国
際

化
」
政
策
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
た
。
前
者
は
昭
和
四
十
六
年
に
開
始
さ
れ
、
財

政
事
情
に
よ
る
中
断
（
五
十
一
、
五
十
二
年
）
を
挟
ん
で
五
十
九
年
ま
で
継
続
さ
れ

た
事
業
で
あ
る
（
合
計
一
二
回
）。
県
庁
・
市
町
職
員
や
警
察
職
員
な
ど
、
初
年
度

か
ら
三
年
間
は
七
〇
名
規
模
、
そ
の
後
も
四
〇
名
規
模
の
研
修
団
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
北
米
諸
国
な
ど
に
派
遣
さ
れ
た
。
欧
米
先
進
諸
国
の
優
れ
た
行
政
施
策
を
学

写真 145　‌�広東省技術支援ボラン
ティアの帰国報告
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び
、
社
会
経
済
事
情
を
見
聞
し
て
職
員
の
国
際
的
視
野
を
広
げ
、
総
合
的
行
政
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
頃
に
は
、
行
政
上
の
諸
問
題
を
「
共
に
考
え
共
に
生
き
る
た
め
の
研
修
」
へ
と
方
向
を
転
じ
て
い
っ
た
。

研
修
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
が
当
時
計
画
中
で
あ
っ
た
北
摂
三
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
計
画
や
農
業
技
術
の
向
上
に
反
映
さ
れ

た
こ
と
は
、
こ
の
研
修
の
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
日
中
間
の
友
好
都
市
協
定
に
基
づ
く
交
流
で
は
、
記
念
式
典
、
専
門

家
・
研
修
生
の
派
遣
・
受
入
れ
、
職
員
の
派
遣
・
受
入
れ
、
視
察
団
の
派
遣
・
受
入
れ
な
ど
を
内
容
と
す
る
行
政
交
流
の
割
合

が
多
く
を
占
め
る
傾
向
が
あ
る
。

　
後
者
も
ま
た
地
域
を
主
体
と
す
る
外
交
の
推
進
、
県
の
国
際
化
を
目
的
に
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年
以
降
、

外
務
省
か
ら
は
職
員
が
お
よ
そ
二
年
の
任
期
で
県
の
商
工
部
商
業
貿
易
課
長
や
環
境
局
水
質
課
長
と
し
て
、
県
職
員
は
一
年
に

一
〜
二
名
が
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
在
外
公
館
に
出
向
し
た
。

　
県
民
主
体
の
国
際
交
流
活
動
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
県
が
全
額
出し
ゅ
つ

捐え
ん

す
る
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
が

平
成
二
年
で
あ
っ
た
。
同
協
会
は
、「
兵
庫
県
の
国
際
化
と
県
民
の
国
際
交
流
活
動
を
促
進
し
、
諸
外
国
と
の
相
互
理
解
と
協

力
関
係
を
深
め
、
も
っ
て
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
と
国
際
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
民
間
交
流
の
推
進
、
国
際
協
力
の
推
進
、
地
域
の

国
際
化
の
推
進
を
三
本
柱
と
し
て
事
業
を
展
開
し
た
。
姉
妹
提
携
先
の
ワ
シ
ン
ト

ン
州
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
、
パ
ラ
ナ
州
で
は
そ
れ
ぞ
れ
兵
庫
県
事
務
所
や
兵

庫
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、
更
に
パ
リ
と
香
港
に
も
国
際
交
流
拠
点
と
し

て
事
務
所
を
設
け
た
（
兵
庫
県
パ
リ
事
務
所
、
兵
庫
県
香
港
経
済
交
流
事
務
所
）。
こ
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れ
ら
の
海
外
拠
点
を
生
か
し
た
各
種
交
流
事
業
の
ほ
か
、
年
二
回
の
ひ
ょ

う
ご
国
際
化
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
登
録
制
度
の
開
始
（
平

成
三
年
）、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
研
修
会
の
開
催
、
留
学
生
へ
の
支
援
事
業
、

草
の
根
レ
ベ
ル
の
交
流
活
動
を
育
成
・
奨
励
す
る
た
め
の
民
間
交
流
団
体

へ
の
助
成
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
す
る
事
業
も
活
発
に

展
開
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
六
年
に
開
学
し
た
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
に
加

え
て
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
知
事
会
会
長
に
就
任
し
た
知
事
の
坂
井
の
提
唱
で
、
五
十
五
年
夏
に
近
畿
青
年
洋
上
大
学
が
開
講
し
た

（
平
成
十
四
年
の
終
了
時
ま
で
二
三
回
実
施
）。
ま
た
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
セ
ン
ト
キ
ャ
サ
リ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
が
神
戸
製
鋼
所
、

兵
庫
県
、
神
戸
市
な
ど
の
協
力
を
得
て
平
成
三
年
に
設
立
し
た
「
神
戸
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
」
は
、
日
本
人
学
卒
者
に
は
国

際
関
係
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
卒
以
上
の
学
生
に
は
欧
州
学
生
日
本
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
、
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人
材
の
育
成
と
日
欧
の
文
化
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
関
西
経

済
連
合
会
や
神
戸
商
工
会
議
所
の
強
力
な
支
援
に
よ
っ
て
、
国
内
企
業
か
ら
二
〇
億
円
以
上
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
、
こ

の
事
業
に
対
す
る
期
待
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
も
一
億
三
〇
〇
〇
万
円
を
寄
付
し
た
。
学
校
事
業

は
平
成
七
年
に
中
断
さ
れ
た
も
の
の
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
学
ぶ
日
本
人
学
生
へ
の
奨
学
金
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
神
戸
奨

学
金
）
や
訪
日
研
究
者
・
学
生
へ
の
滞
在
施
設
の
提
供
、
国
際
学
術
セ
ミ
ナ
ー
等
の
事
業
を
通
し
て
国
際
文
化
交
流
の
一
端
を

担
っ
た
。

写真 147　‌�神戸インスティチュート
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学
術
交
流
分
野
で
は
、昭
和
五
十
八
年
一
月
に
設
立
さ
れ
た
汎
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
首
相
の
大
平
が「
環

太
平
洋
連
帯
構
想
」
を
打
ち
出
し
、
地
域
諸
国
の
経
済
発
展
を
背
景
に
日
豪
を
中
心
と
し
て
地
域
協
力
の
機
運
が
芽
生
え
た
一

九
八
〇
年
代
に
入
る
頃
か
ら
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
」
と
い
う
地
域
概
念
が
普
及
し
始
め
た
。
そ
の
波
は
確
実
に
地
方
に
も
及
ん

で
い
る
。
太
平
洋
の
自
然
科
学
的
問
題
、
太
平
洋
の
島と
う
嶼し

ょ
国
や
環
太
平
洋
諸
国
の
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
諸
問
題
を
学
際

的
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
科
学
の
創
造
と
技
術
の
開
発
を
行
う
場
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
汎
太
平
洋
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
年
に
は
島
嶼
国
学
長
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
国
際
的
学
術
交
流
を
推
進
す
る
一
方
で
、
研
究
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
市
民
講
座
の
開
催
と
い
っ
た
形
で
社
会
に
還
元
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
を
は
じ
め
地
域
で
生
ま
れ
た
「
国
際
化
」
の
潮
流
は
、
中
央
政
府
の
「
国
際
化
」
政
策
と
連
動
し
た
。
昭
和
六
十
二

年
、
自
治
省
が
中
心
と
な
り
、
外
務
省
、
文
部
省
の
協
力
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
、The Japan Exchange and Teaching 

Program
m

e
）
は
、「
外
国
語
教
育
の
充
実
と
地
域
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
の
進
展
を
図
る
こ
と
を

通
し
、
日
本
と
諸
外
国
と
の
相
互
理
解
の
増
進
と
日
本
の
地
域
の
国
際
化
の
推
進
を
目
的
」
と

し
て
、
外
国
人
青
年
を
招
致
し
全
国
に
派
遣
す
る
事
業
で
あ
る
。
初
年
度
の
昭
和
六
十
二
年
度

は
、
四
カ
国
（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
か
ら
八
四
八
名

が
参
加
し
、地
方
公
共
団
体
で
国
際
交
流
業
務
に
従
事
す
る
「
国
際
交
流
員
」、ま
た
は
公
立
中・

高
等
学
校
に
お
い
て
外
国
語
指
導
の
補
助
等
を
行
う
「
外
国
語
指
導
助
手
」
と
し
て
、
地
域
の

国
際
交
流
を
担
っ
た
。
兵
庫
県
は
四
七
名
（
市
町
を
含
む
）
を
受
け
入
れ
、
そ
の
数
は
年
を
追
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う
ご
と
に
増
加
し
た
。

国
際

会
議
「
国
際
化
」
の
潮
流
は
、
地
方
自
治
の
推
進
へ
の
動
き
と
相
ま
っ
て
、
こ
の
時

期
に
兵
庫
県
で
開
か
れ
た
国
際
会
議
に
顕
著
に
表
れ
た
。
昭
和
六
十
一
年
、
北

海
道
、
神
奈
川
県
、
兵
庫
県
、
沖
縄
県
が
主
催
し
た
第
四
回
「
地
方
の
時
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
は
、「
と
も
に
生
き
る
国
際
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
政
府
や

地
方
自
治
体
関
係
者
、
学
識
経
験
者
に
加
え
て
経
済
界
、
教
育
界
、
国
際
交
流
団
体
、
外

国
人
団
体
か
ら
の
参
加
者
に
よ
っ
て
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
討
議
が
行
わ
れ
た
。

兵
庫
県
の
姉
妹
提
携
・
友
好
提
携
先
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
西
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
州
、
広
東
省
の
首
長
・
首
長
代
理
も
参
加
し
、
国
際
交
流
に
お
け
る
草
の
根

交
流
の
重
要
性
、
地
方
団
体
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
日
本
海
に
面
す
る
地
域
が
「
地
域
」
と
し
て
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
が
、
冷
戦
終
結
か
ら
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ

た
。
平
成
三
年
十
月
、
城
崎
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
環
日
本
海
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
前
年
十
一
月
に
富
山
で
開
催
さ
れ
た

第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
き
、
日
本
海
沿
岸
諸
国
で
あ
る
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
（
現
ロ
シ
ア
。
以
下
、

ソ
連
）
の
交
流
の
可
能
性
を
探
り
、
新
た
な
協
力
関
係
の
構
築
を
目
指
す
試
み
で
あ
っ
た
。
日
本
海
に
面
す
る
各
府
県
と
兵
庫

県
の
姉
妹
提
携
先
、
ロ
シ
ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
の
代
表
、
有
識
者
が
参
加
し
、
地
域
協
力
構
想
と
組
織
づ
く
り
を
目
指
す

「
城
崎
ア
ピ
ー
ル
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
将
来
の
日
本
海
環
状
ル
ー
ト
の
形
成
を
視
野
に
、
沿
岸
全
自
治
体

が
協
力
し
て
「
日
本
海
国
土
軸
推
進
機
構
」
を
創
設
す
る
こ
と
、
長
期
的
に
は
環
日
本
海
地
域
全
体
の
共
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
示
、
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国
際
的
合
意
の
形
成
、
情
報
交
換
・
調
査
研
究
の
場
と
な
る
「
環
日
本
海
国
際
交
流
委
員
会
」
を
設
立
し
、
環
太
平
洋
地
域
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
開
か
れ
た
交
流
圏
を
形
成
す
る
こ
と
な
ど
、
野
心
的
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
日
本
側
の
沿
岸
自
治
体
が
協

力
し
て
ロ
シ
ア
極
東
部
を
は
じ
め
地
域
の
多
様
な
要
請
に
対
応
す
る
必
要
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
太
平
洋
ベ
ル
ト

地
帯
に
偏
ら
な
い
「
多
極
分
散
型
国
土
」
を
形
成
す
る
た
め
の
「
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」（
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
、
昭

和
六
十
二
年
）
を
意
識
し
た
内
容
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
年
、
ソ
連
で
は
ク
ー
デ
タ
未
遂
事
件
（
八
月
）
を
経
て
ボ
リ
ス
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
率
い
る
改
革
派
が
影
響
力
を
拡
大
し
、

年
末
に
は
ソ
連
が
解
体
し
た
。
市
場
経
済
化
、
民
主
化
を
目
指
す
ロ
シ
ア
の
支
援
は
西
側
諸
国
全
体
の
関
心
と
課
題
と
な
り
、

日
本
政
府
も
十
月
に
は
二
五
億
ド
ル
か
ら
成
る
経
済
支
援
策
を
決
定
し
た
。
日
ソ
（
ロ
）
関
係
の
変
化
は
、
領
土
問
題
と
平
和

条
約
の
締
結
と
い
う
残
さ
れ
た
戦
後
処
理
問
題
を
解
決
す
る
好
機
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
北

東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
を
安
定
さ
せ
、
日
本
外
交
の
選
択
肢
を
増
や
す
点
で
も
良
好
な
日
ロ

関
係
は
望
ま
し
い
。
平
成
四
年
に
は
中
国
と
韓
国
が
国
交
を
樹
立
し
、
北
東
ア
ジ
ア
の
対
立

構
造
は
更
に
緩
ん
だ
。「
地
域
」
と
し
て
の
環
日
本
海
に
注
目
し
、
多
国
間
協
力
枠
組
み
を

構
築
し
よ
う
と
し
た
兵
庫
や
富
山
な
ど
の
積
極
的
な
行
動
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
冷
戦
終
結
直
後
の
国
際
政
治
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。

　
兵
庫
県
を
中
心
と
す
る
西
日
本
の
府
県
は
、
平
成
五
年
六
月
に
環
日
本
海
交
流
西
日
本
協

議
会
を
発
足
さ
せ
、
環
日
本
海
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
な
ど
国
際
組
織
設
立
に
向
け
た
取
組

を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
平
成
六
年
九
月
、
出い
ず
石し

町
（
現
豊
岡
市
）
で
第
二
回
北
東
ア
ジ
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ア
地
域
自
治
体
会
議
が
開
催
さ
れ
た
（
第
一
回
は
五
年
、
島
根
県
松
江
市
開
催
）。
日
本
海
沿
岸
の
府
県
の
知
事
・
副
知
事
の
ほ
か

中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
の
自
治
体
幹
部
が
参
加
す
る
多
国
間
交
流
の
場
と
な
っ
た
。
こ
の
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
ひ
ょ
う
ご
宣

言
」
は
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
関
係
自
治
体
が
互
恵
・
平
等
の
精
神
の
下
、
連
携
・
協
調
し
て
交
流
事
業
を
一
層
活
発
化
し
、

地
域
の
連
帯
感
を
高
め
、
一
体
性
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
恒
久
の
平
和
と
繁
栄
に
寄
与
す
る
と
の
共
通

認
識
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
知
事
の
貝
原
俊
民
が
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
自
治
体
で
構
成
さ
れ
る
国
際
交
流
機
構
の
創
設
を
提
唱

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
二
年
後
の
平
成
八
年
九
月
、
韓
国
・
慶
尚
北
道
で
開
催
さ
れ
た
北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
会
議
に

お
い
て
、北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
連
合
（Association of N

orth East Asia Regional G
overnm

ents

、Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）
が
設
立
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
の
面
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
海
、
瀬
戸
内
海
は
、
環
境
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
協
力
の
舞
台
を
提
供
し
た
。
平
成
二
年
八

月
、
神
戸
市
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
世
界
閉
鎖
性
海
域
環
境
保
全

会
議
（
エ
メ
ッ
ク
ス
90
）
は
、
瀬
戸
内
海
や
ア
メ
リ
カ
・
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
の
よ
う
に
周

囲
を
人
口
の
多
い
陸
地
に
囲
ま
れ
た
閉
鎖
性
海
域
の
汚
染
に
つ
い
て
、
同
様
の
問
題
を
抱

え
る
沿
岸
国
が
協
力
し
て
環
境
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
た
国
際
会
議
で
あ
っ
た
。

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
な
ど
三
つ
の
国
際
機
関
、
四
二
カ
国
か
ら
政
府
・
自
治
体

職
員
、
専
門
家
、
市
民
な
ど
延
べ
一
二
三
八
人
が
参
加
し
、
四
日
間
に
わ
た
っ
て
討
議
が

行
わ
れ
た
。
会
議
で
採
択
さ
れ
た
エ
メ
ッ
ク
ス
90
「
瀬
戸
内
海
宣
言
」
は
、
閉
鎖
性
海
域

の
環
境
の
保
全
と
適
正
な
利
用
は
地
球
的
規
模
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
宣
言
し
、
国
際

的
な
情
報
交
換
、
研
究
交
流
や
技
術
移
転
、
規
制
・
監
視
な
ど
の
分
野
で
多
国
間
協
力
の

写真 151　‌�国際エメックスセンター設立記念‌
国際シンポジウム
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必
要
性
を
訴
え
た
。
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
市
で
の
第
二
回
会
議
を
経
て
平
成
六
年
、
神
戸
市
に
国
際
エ
メ
ッ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
国
際
協
力
の
枠
組
み
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
　
内
な
る
国
際
化
の
推
進

在
留
外
国
人
へ
の

支
援
体
制
整
備

円
高
の
進
行
、
バ
ブ
ル
景
気
に
沸
く
日
本
の
労
働
力
不
足
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
や
中
南
米
諸
国
と
の
間

の
所
得
格
差
、
賃
金
格
差
は
不
可
避
的
に
出
稼
ぎ
労
働
者
の
日
本
へ
の
流
入
を
も
た
ら
し
た
。
加
え
て
、

平
成
二
年
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
改
正
に
よ
っ
て
、
日
系
三
世
ま
で
に
就
労
可
能
（
一
部
の
例
外
を
除
く
）
な
地
位
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
の
日
系
人
の
来
日
を
呼
び

込
ん
だ
。
平
成
四
年
の
外
国
人
登
録
者
数
は
約
一
二
八
万
人
、
五
年
間
で
四
割
以

上
の
増
加
を
記
録
し
て
い
る
。
外
国
人
留
学
生
の
数
も
増
加
し
た
。
全
国
で
は
昭

和
五
十
八
年
に
一
万
人
強
だ
っ
た
も
の
が
平
成
六
年
に
は
五
万
三
〇
〇
〇
人
余
り

に
達
し
た
。

　
平
成
四
年
末
現
在
の
兵
庫
県
の
外
国
人
登
録
者
数
は
九
万
七
千
人
で
あ
っ
た
。

全
国
第
四
位
の
規
模
で
は
あ
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
五
年
間
、
兵
庫

県
の
登
録
者
数
の
伸
び
は
一
割
少
々
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
国
籍
別
で
韓
国
・
北

朝
鮮
（
約
七
万
一
〇
〇
〇
人
）
と
中
国
（
約
一
万
二
〇
〇
〇
人
）
が
全
体
の
八
割
以
上

を
占
め
る
傾
向
に
変
わ
り
は
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
（
約
二
三
〇
〇
人
）
や
ペ
ル
ー
（
約
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九
〇
〇
人
）
な
ど
日
系
外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
全
国
ほ
ど
顕
著
な
現
象
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
神
戸
市
内
に
設
置
さ
れ
た
総
領
事
館
・
名
誉
（
総
）
領
事
館
の
数
が
漸
減

し
て
い
る
こ
と
も
、
以
上
の
傾
向
と
無
関
係
で
は
な
い
。
昭
和
五
十
九
年
段
階
で
、
総
領
事
館
は
一
一
、
名
誉
（
総
）
領
事
館

は
一
一
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
の
総
領
事
館
が
大
阪
へ
移
転
す
る
な
ど
し
た
結
果
、
平
成
六
年
に
は
そ

れ
ぞ
れ
六
、
九
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
多
く
の
領
事
館
で
は
、
自
国
民
の
保
護
・
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
領
事
館
の
本
来
の
機
能

よ
り
も
通
商
の
振
興
、
経
済
交
流
の
促
進
と
い
う
機
能
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
関
西
の
中
心
都
市
で
あ
る
大
阪
に
商
機

が
求
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
労
働
者
や
留
学
生
と
し
て
居
住
す
る
外
国
人
の
権
利
の
保
護
や
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
阪
神
地

域
に
多
数
居
住
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
、
中
国
人
の
権
利
の
保
護
と
と
も
に
、
行
政
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
た
。
外
国
人
労
働

者
の
増
加
は
、
必
然
的
に
労
働
条
件
や
雇
用
、
在
留
資
格
に
関
す
る
問
題
を
伴
う
こ
と
に
な
り
、
異
な
る
文
化
や
生
活
習
慣
を

持
つ
人
々
に
と
っ
て
教
育
や
医
療
、
住
宅
な
ど
生
活
に
関
わ
る
分
野
で
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
は
高
か
っ
た
。
兵
庫
県
が

「
世
界
の
人
々
と
と
も
に
生
き
る
国
際
性
豊
か
な
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、「
地
域
国
際
化
推
進
基
本
指
針
」
を
策
定
し
た

の
は
平
成
五
年
で
あ
る
。「
外
国
人
県
民
の
人
権
を
尊
重
し
、
外
国
人
県
民
を
含
む
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
相
互
に
異
な
る
文

化
や
生
活
習
慣
・
価
値
観
を
理
解
、
尊
重
す
る
と
い
っ
た
共
生
の
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
国
籍
を
超
え
て
交
流
す
る
人
づ
く
り

を
進
め
る
」
た
め
、
人
権
問
題
や
国
際
理
解
の
た
め
の
学
習
機
会
の
拡
充
や
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
、
国
籍
を
超
え
た
交
流
を

促
進
す
る
こ
と
、
ま
た
、「
外
国
人
県
民
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
く
、
活
動
し
や
す
い
環
境
条
件
が
整
備
さ
れ
た
地
域
づ
く
り
」

を
目
標
に
、
保
健
・
医
療
、
労
働
、
教
育
等
に
関
わ
る
制
度
・
施
策
及
び
そ
の
運
用
の
拡
充
を
図
る
こ
と
が
基
本
方
針
と
し
て
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設
定
さ
れ
た
。
外
国
人
県
民
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
対
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
県
、
国
、
市
町
や
民
間
団
体
、
企
業

が
地
域
社
会
の
問
題
と
し
て
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
国
際
理
解
・
人
権
、

交
流
、
生
活
一
般
、
保
健
・
医
療
、
公
的
年
金
、
生
活
保
護
、
労
働
、
住
宅
、
教
育
、
行
政
へ
の
参
画
と
い
っ
た
各
分
野
に
つ

い
て
現
状
と
課
題
、
推
進
す
べ
き
方
策
を
提
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
基
本
指
針
が
ま
と
め
ら
れ
る
三
年
前
に
設
立
さ
れ
た
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
は
、
外
国
人
県
民
が
安
全
、
安
心
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
、
多
文
化
共
生
社
会
の
創
出
、
県
民
の
国
際
交
流
、
国
際
社
会
を
担
う
次
世
代
の
人
材
育
成
を
推
進
す

る
役
割
を
担
っ
た
。
外
国
人
県
民
の
生
活
相
談
や
法
律
相
談
の
窓
口
と
し
て
、
協
会
内
に
は
外
国
人
県
民
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
も
開
設
さ
れ
た
。

　
留
学
生
に
対
す
る
支
援
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
少
し

ず
つ
充
実
し
て
い
っ
た
。
昭
和
五
十
八
年
三
月
に
発
足

し
た
「
留
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員

会
」
は
、
兵
庫
県
や
神
戸
市
、
神
戸
商
工
会
議
所
や
神

戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
、
神
戸
大
学
な
ど

大
学
機
関
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
官
学
民
一
体
と
な
っ

て
留
学
生
に
対
す
る
支
援
に
取
り
組
も
う
と
の
試
み
で

あ
っ
た
。
地
域
に
在
学
す
る
世
界
の
留
学
生
を
家
族
の

一
員
と
し
て
招
き
入
れ
、
家
族
ぐ
る
み
で
の
息
の
長
い

写真 152　兵庫県国際交流協会設立

写真 153　地域の子どもたちと交流する留学生
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交
流
を
通
じ
て
互
い
の
文
化
の
理
解
に
努
め
る
と
と
も
に
、
相
互
の
友
好
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

民
間
国
際

交
流
団
体

神
戸
日
米
協
会
（
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
設
立
）、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
設
立
）
な
ど
、

県
内
で
は
戦
前
か
ら
の
伝
統
を
誇
る
民
間
国
際
交
流
団
体
が
活
動
し
て
い
る
。
明
治
初
年
に
開
港
地
と
し
て
開

け
た
神
戸
に
多
く
の
外
国
人
が
居
住
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
市
民
活
動
の
考
え
方
が
早
く
か
ら
流
入
し
、
日

本
人
と
外
国
人
と
の
交
流
の
機
会
も
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
が
平
成
十
五
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
県
内
に
は
約
三
五
〇
の
国
際
交
流
団
体
が
存
在
し
て

い
た
（
市
町
国
際
交
流
団
体
協
議
会
加
盟
団
体
を
含
む
）。
同
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
民
間
国
際
交
流
団
体
一
二
六
団
体

の
約
三
分
の
一
、
四
四
団
体
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
平
成
六
年
ま
で
の
間
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
民
間
の
国
際
交

流
が
活
発
化
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
国
際
文
化
交
流
の
専
門
機
関
と
し
て
設
立
（
昭
和
四
十
七
年
）
さ
れ
た
国
際
交
流
基

金
が
平
成
十
二
年
に
実
施
し
た
調
査
で
も
、
民
間
国
際
交
流
団
体
二
五
四
五
団
体
（
特
殊
法
人
七
団
体
を
含
む
）
中
お
よ
そ
三
分

の
一
、
八
七
二
団
体
が
五
十
六
年
か
ら
二
年
の
一
〇
年
間
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
六
十
一
年
か
ら
の
五
年
間
に
急
増
し

て
い
る
。
兵
庫
県
内
の
動
き
は
全
国
的
な
傾
向
に
一
致
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
民
間
国
際
交
流
団
体
は
、
生
活
・
文
化
を
主
た
る
事
業
内
容
と
す
る
組
織
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
時
期
に
設
立

さ
れ
た
団
体
も
二
八
を
占
め
る
（
他
の
事
業
内
容
と
の
重
複
を
含
む
。
以
下
同
様
）。
同
時
に
、
技
術
協
力
・
開
発
援
助
（
一
二
団
体
）、

日
本
語
教
育
（
三
団
体
）、
在
日
外
国
人
な
い
し
海
外
在
住
日
本
人
の
帰
国
者
支
援
（
七
団
体
）
な
ど
の
設
立
も
目
立
つ
。
経
済

大
国
日
本
の
国
際
的
役
割
と
し
て
求
め
ら
れ
た
途
上
国
に
対
す
る
援
助
と
、
国
内
に
お
け
る
多
文
化
共
生
社
会
へ
の
志
向
を
反

映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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